
～平成28年度交付決定額： 千円 平成29年度申請額： 11,514 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 31 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本村は産業基盤がぜい弱なため人口は年々減少し、高齢化が進んでいる。しかし、島の歴史は非常に古く、自然の
景観や独特の風土を色濃くとどめており、こうした歴史・文化及び自然を求めて本村へ訪れる観光客は年々増加し
ている。本事業の実施において本村の歴史・文化を国内外へ発信することにより、村民の地域文化遺産に対しての
意識醸成と、次世代の確実な継承とともに地域の活性化が期待できる。また、行政と有識者、関係団体等による連
携・協力体制が構築されるとともに、伊是名村観光振興計画の施策「誘客プロモーションの積極的展開」へと紐付
き観光客の増加に寄与することができる。

本事業の実施により、文化遺産の保存・活用を図る機運を醸成、観光誘客を目指し地域の活性化を図る。平成３０
年度から悉皆調査を行い、平成３１年度を目途に伊是名村文化遺産活用プランの策定を目指す。

地方公共団体
担当部局課

沖縄県伊是名村教育委員会教育振興課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

沖縄県伊是名村  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の計画・調整や事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
教育委員会教育振興課：事業に於ける文化財の取扱等に関する指導・調整・監修等
観  光  商  工 課：観光推進等に関する連携等
総      務      課：事業に於ける会計指導

また、補助事業は次の団体が実施する
伊是名村文化遺産情報発信事業（委員長：高良倉吉）
構成団体（いぜな島観光協会、伊是名村区長会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

伊是名村文化遺産活用プラン

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

伊是名村総合４次総合計画の歴史・文化の保全、継承「歴史的文化財への意識向上に向けた周知活動」並びに、伊
是名村文化財施設等整備計画（平成８年度３月策定）を踏まえ、文化財や歴史的遺跡、自然、集落環境等を活かし
ながら地域振興を図る為、下記の取組みを推進する。
また、実施計画期間平成２９年度〜平成３１年度において本村の文化遺産を保存・継承し、活用していくための体
制の確立を目指す。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要： 特になし

事業概要： 特になし

事業概要： 特になし

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

27 年度 37,967      人 ⇒ 平成 31

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 伊是名島への来島者数 関連事業: 事業①

年度 43,662 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１： 平成27年度の年度平均伸び10.0％に対し、1.5倍の15.0％を設定

様式１－１別紙①



回回 回 回

31 年度 平成 32 年度

回 回 0

29 年度 平成 30 年度 平成

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

回 ⇒ 平成 31 年度 15,000

事業にて制作するホームページの閲覧数

目標値： 平成 30 年度 10,000

～ 平成 31 年度

事業概要：
歴史ある伊是名村の多様で豊かな文化財を村外へ発信するために、位置情報と連鎖するホー
ムページ（ナビゲーション型、普及版映像導入・５言語）並びにパンフレット（５言語）を
作成し、伊是名村の観光振興ならびに地域の意識高揚を図り地域活性化へと紐づける。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
【尚円王生誕の島】伊是名村文化遺産情報発
信事業

実施団体：
伊是名村文化遺産情報発信事業実行委員
会

評価指標区分： ホームページの閲覧数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


